
宝木地区 宝木地区細谷自治会 

 

 

宝木地区細谷自治会は，細谷小学校

から分離し，昭和４５年宝木小学校創

立に伴い，その通学区域となった細谷

町民によって設立された自治会です。 

その当時は，世帯数１９５世帯と小

規模自治会であったが，近年戸建販売

の開発，集合住宅の建設の増加により

急激な世帯の増加となっている。 

集合住宅の多くは，管理者・所有

者・自治会の話合いによる加入促進制

度の以前にできたもので，これらに対

する加入活動は極めて困難をきたし，

上記のような加入率となっている。 

 

１ 役員会の毎月開催 

 毎月第１土曜日を指定して役員定

例会を開催し，自治連会議の伝達と当

面する事案について協議するなど，自

治会役員の情報共有と活動の活発化

に努めています。 

 

２ 自治会広報紙「細谷だより」 

 （毎月発行） 

 平成２４年から自治会活動の情報

提供と共有化を図るため「細谷だより」

を発行し，本年９月には第７１号を発

行した。 

３ 公民館建設と活動 

 永年の懸案であった自治会公民館

（１１８㎡）を昨年１１月建設落成し，

地域住民の居場所として，住民の交流

の場として活用している。これにより

老人クラブ，子ども会の活動の場とし

て利用されている。 

 

４ 防犯活動  

 犯罪の予防には，環境を良くするこ

とが大切で，特に夜道の明るさは地域

の方を安心させることから，防犯灯の

充実に力を入れ，現在は町内の生活道

路は安心して通行できる環境が整備

され安全で安心なまちづくりに努め

ており，防犯に効果をあげている。 

 

５ 老人クラブ「宝細会」の結成と 

活動開始 

 公民館の建設を機に高齢者の交流

を図る目的で老人クラブ「宝細会」（会

員５２名）を発足した活動，毎月第２

木曜日を全体集合の日と定め市の出

前講座を中心に行っている。また卓球，

輪投げ，健康体操，おしゃべり会等同

好会が組織され，それぞれの日を定め

て集いを持っている。 

 特に卓球クラブは地区大会で老人

クラブ会員が中核としたチームを編

成して出場し優勝する成果が表れて

いる。 

「公民館建設をきっかけとした交流機会の拡大」 

●加入世帯数：２８４世帯  ●加入率：７７．８％ 

活動内容 



６ 餅つき大会と夏祭りの実施 

 自治会は子どもの思い出作りとし

て５月に餅つき大会，本年度から公民

館を建設したのを機に，７月３０日七

夕飾りを行うとともに流しそうめん，

模擬売店等を設け，子ども達の夏の思

い出作りを図った。今後毎年改善をし

ながら，地域の夏祭りとして継続させ，

自治会の大きなイベントとして期待

されている。 

 

７ 公園の清掃活動 

 地域に４か所に公園がある。近所の

住民，自治会役員が中心となり，公園

愛護会を組織して，年間定期的に清掃

し，清潔で安全な公園の利用に努めて

いる。 

 

８ 防災研修の実施 

 毎年班長やその家族を募って，県防

災館での研修を行い，防災意識の高揚

に努めている。 

 

９ ごみ減量化と資源ごみの回収 

 毎年班長会議の機会を利用し，市ご

み減量課の職員を招き，ごみ減量化の

研修を行い，あわせて資源回収に努め，

年間約３０トンの資源回収を行って

いる。 

 

１０ 防犯パトロールと安全環境点

検 

 毎年７月と１２月に戸祭交番の協

力を得て防犯パトロールを行い，住民

の防犯意識高揚に努めており，近年は

事件発生ゼロを継続している。 

 その結果，防犯灯の整備は勿論，昨

年はカーブミラー２基，本年は長年の

要望が実現し，通学路に押しボタン式

信号機の設置が決定し，数か月以内に

は設置される見通しである。 

 

１１ 花壇の花いっぱい運動 

 公民館建設を機に敷地内に１０㎡

の花壇をつくり，地域の花いっぱい運

動に一役買っている。 

 

１２ 体育活動への参加 

 地域の健康増進と親睦を図るため，

２４年度からこれまで出場ゼロ脱皮

をめざし，少人数で参加可能なゴルフ，

卓球，テニスに参加出場し，特に卓球

は２６年度から毎年入賞し，本年は念

願の優勝を勝ち取った。これも公民館

ができ，練習の場が確保された成果と

喜ばれている。 

 

１３ 掲示板の設置 

 公民館建設に伴い掲示板を設置し，

毎月発行の広報紙「細谷だより」をＡ

３版に拡大して掲示するほか，行政や

各種団体から依頼されたポスターな

どを掲示し道行く人の目をとどまら

せている。 

 

１４ 高齢者の見守り活動 

 民生委員，福祉協力員，自治会が中

心に高齢者の見守り活動を進め，安心

安全な住環境の確保に努めている。 

 

１５ 自治会スローガン 

 広報紙「細谷だより」の左上欄に掲

 



げているスローガン「住んでいるまち

から 住んで良かったと思えるまち

へ」は，２６年１月の役員会に諮り， 

これまで掲げているが，その見直しを

９月２５日の班長会議に提案し，広く

会員から公募し決定することとして

いる。 

 

 

 当自治会は，早い時期に開発された

住宅地である。持家住宅住居者は比較

的加入されているが，賃貸借住宅１３

棟が古く建てられたもので，それが加

入率の低下につながっている。最近建

設された２棟については，管理者等と

契約し加入されているが，古い集合賃

貸借住宅入居者の加入について理解

が得られず，引き続き促進に努めてい

る。 

 
 

 

加入率を維持する秘訣 


